












































































































































































































経基盤を探るため、事象関連電位（Event Related Potentials: ERP）を指標として脳
活動を記録した。具体的には、参加児に言語情報を聴覚刺激で呈示し、その後、喜び
顔、悲しみ顔、黒いドットのいずれかを呈示し、黒いドットの場合はボタンを押す、
またヒトの顔の場合はボタンを押さないことが求められるGO-NOGO課題を用いた。その
結果、表情刺激知覚の指標となる脳波のP200成分は、左の頭頂中心上部で、具体的な
言語情報により高くなった。また、情動と言語情報の一致性の影響は、左の頭頂中心
上部と右の頭頂下部のLPCで観察された。これらの結果は、具体的な言語情報は知覚の
早い段階で、また情動の一致性は、知覚の遅い段階で処理されることを意味するもの
である。幼児における、言語情報と情動の知覚のダイナミックな関係を、神経レベル
で捉えたインパクトのある最初のデータとして極めて価値の高いものである。 
 第5章では、第2章、3章、および4章のそれぞれの実験結果を振り返り、得られた知
見を統合する試みがなされた。これまでの研究では、幼児の言語環境と情動理解の関
係を示す生態学的研究とそれに関与すると思われる理論的考察が中心に行なわれてき
たが、本研究は、幼児を取り巻く言語環境と情動理解の関係に、言語情報から伝わる
情動的意味の知覚的・認知的・生理的属性が関与するダイナミックなメカニズムの理
解に第一歩を踏み込むことができた。 
以上のように、本論文は、言語情報のタイプと情動認識の関係を、認知に対するモ
ジュレーション、表情の記憶、そしてその神経基盤までを視野に入れた独創性の高い
論文である。特に、幼児における脳波実験は、大変困難を極めるもので、粘り強くデ
ータ取得を遂行したことは称賛に値する。しかしながら、本論文にも問題がないわけ
ではない。発達を軸とした研究を目指しながら、異なる年齢の幼児が参加したのは第2
章における実験のみであり、その他は、5歳児という限定された対象でしか実施されて
いないため、発達的変化に言及するのは難しい。とはいえ、これは、対象となるべき
幼児が確保しづらいといった子どもを対象とした実験特有の難しさによるものでもあ
る。今後の課題として捉えるべきで、本研究の価値を大きく損なうものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。2020年1月6日、調査委員4名が論文内容とそれに関連した事柄につい
て口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
